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古

来

、

太

子

は

国

君

の

後

継

者

候

補

筆

頭

と

し

て

他

の

皇

子

と

は

隔

絶

し

た

も

の

で

あ

り

、
太

子

で

あ

る

期

間

は

、
皇

帝

と

な

る

た

め

の

養

成

準

備

期

間

で

あ

る

。

本

論

の

目

的

は

、

太

子

教

育

に

関

わ

っ

た

人

々

に

視

点

を

置

い

て

、

中

国

皇

帝

政

治

の

基

礎

形

成

期

で

あ

る

漢

代

の

太

子

教

育

の

実

態

に

近

づ

く

こ

と

で

あ

る

。 

第

一

章

で

は

、

太

子

と

い

う

存

在

に

つ

い

て

確

認

し

た

。

漢

代

で

は

、

帝

位

継

承

は

、
「

伝

子

立

嫡

」

を

旨

と

し

、

太

子

は

皇

后

所

生

の

嫡

長

子

が

原

則

で

あ

る

。

両

漢

代

と

も

立

太

子

に

は

謁

廟

の

礼

が

不

可

欠

で

あ

り

、

前

漢

は

高

祖

廟

、

後

漢

は

高

祖

廟

と

光

武

帝

廟

に

拝

謁

す

る

こ

と

で

、

王

朝

創

始

者

に

降

っ

た

天

命

を

血

縁

に

よ

っ

て

継

承

す

る

有

資

格

者

と

認

め

ら

れ

た

。

か

く

し

て

太

子

は

、

太

子

宮

と

太

子

官

属

が

備

わ

り

、
政

治

と

祭

祀

に

関

わ

り

皇

帝

を

輔

佐

す

る

存

在

と

な

る

。 

第

二

章

か

ら

第

四

章

ま

で

は

漢

代

太

子

教

育

に

つ

い

て

述

べ

た

。

漢

代

で

は

、

立

太

子

前

は

、

嫡

子

・

諸

子

に

関

わ

ら

ず

皇

子

は

み

な

後

宮

で

養

育

さ

れ

た

こ

と

か

ら

、

第

二

章

は

、

後

宮

で

の

皇

子

教

育

を

検

討

し

た

。

理

想

の

太

子

教

育

論

で

は

、

皇

子

誕

生

時

に

三

母

（

子

師

・

慈

母

・

保

母

）

が

付

き

、

子

師

は

幼

儀

や

基

礎

的

教

養

を

教

え

、

慈

母

は

太

子

を

慈

し

み

善

導

し

、

保

母

は

太

子

の

健

康

管

理

を

掌

る

と

あ

る

。

漢

代

で

は

、

三

母

に

相

当

す

る

者

と

し

て

、

女

師

・

阿

母

・

保

母

が

お

り

、

加

え

て

授

乳

の

為

の

乳

母

が

付

け

ら

れ

た

。

彼

女

等

を

統

括

す

る

の

は

、

皇

后

あ

る

い

は

皇

太

后

で

あ

る

。

う

ち

、

皇

子

が

強

い

親

愛

の

情

を

示

し

、
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皇

帝

即

位

後

も

過

大

な

恩

寵

を

与

え

た

の

は

乳

母

で

あ

り

、

後

漢

で

は

、

も

と

乳

母

が

後

継

者

問

題

に

関

わ

り

封

爵

さ

れ

る

ケ

ー

ス

が

し

ば

し

ば

あ

る

。 

第

三

章

で

は

、

本

格

的

な

養

成

期

間

で

あ

る

立

太

子

後

の

教

育

内

容

を

み

た

。

六

芸

（

礼

・

楽

・

射

・

馭

・

書

・

数

）

と

六

儀

（

冠

婚

葬

祭

な

ど

の

礼

儀

作

法

）

を

学

ぶ

ほ

か

、
漢

代

で

は

礼

容
（

姿

か

た

ち

立

居

振

舞

）
の

習

得

が

重

視

さ

れ

た

。

皇

帝

の

外

貌

や

言

行

は

民

の

畏

敬

の

対

象

で

あ

り

、

漢

代

で

は

、

皇

帝

の

在

り

様

が

自

然

現

象

に

直

接

影

響

す

る

と

認

識

さ

れ

て

い

た

か

ら

で

あ

る

。
学

問

面

で

は

、

最

初

に
『

論

語

』
『

孝

経

』
を

学

び

、
そ

の

後

に
『

尚

書

』
ほ

か
『

詩

』
『

礼

』
『

春

秋

』

等

を

学

ん

だ

。

教

官

は

博

士

官

の

学

者

で

あ

る

が

、

他

の

官

職

に

在

る

者

で

も

、

経

書

に

通

じ

て

い

る

こ

と

で

太

子

へ

の

講

授

を

行

っ

た

。

儒

学

の

経

典

が

太

子

教

育

に

定

着

し

た

の

は

元

帝

期

以

降

で

あ

る

。 

 

一

方

、

知

識

や

教

養

で

は

な

く

、

君

主

と

し

て

の

人

格

面

の

修

養

と

政

治

に

臨

む

判

断

力

や

決

断

力

等

を

養

う

為

に

は

、

太

子

太

傅

と

太

子

少

傅

が

教

導

責

任

者

と

な

っ

た

。

第

四

章

で

は

、

太

子

二

傅

就

任

者

を

網

羅

的

に

抽

出

し

て

分

析

す

る

こ

と

に

よ

り

、

そ

の

具

体

的

役

割

を

探

っ

た

。

傅

の

就

任

条

件

は

大

臣

ク

ラ

ス

に

在

る

者

で

あ

り

、

六

、

七

十

歳

代

が

多

い

。

武

帝

期

以

前

と

宣

帝

期

以

降

で

は

就

任

者

の

タ

イ

プ

に

大

き

な

変

化

が

あ

る

。

武

帝

期

以

前

で

は

、

学

識

で

は

な

く

、

恭

敬

・

謹

直

・

敦

厚

等

の

人

柄

が

重

視

さ

れ

「

長

者

」

的

人

物

が

占

め

た

。

前

漢

後

半

の

宣

帝

期

以

降

で

は

、
儒

学

者

が

二

傅

と

な

り

太

子

に

直

接

経

書

を

教

え

た

。

し

か

し

、

宣

帝

と

次

の

元

帝

期

で

は

、

そ

の

人

選

意

図

が

大

き

く

異

な

る

。

宣

帝

は

、

儒

学

が

豪

族

・

官

吏

層

に

広

が

り

つ

つ

あ

る

状

況

を

観

て

、

皇

帝

が

望

む

方

向

に

儒

学

を

主

導

し

よ

う

と

し

て

お

り

、

儒

学

者

を

二

傅

に

充

て

た

の

は

、

儒

者
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と

の

共

存

を

世

に

示

す

こ

と

に

あ

っ

た

。

従

っ

て

、

そ

の

人

選

に

は

十

分

慎

重

を

期

し

、

尚

古

主

義

的

・

教

条

主

義

的

儒

者

を

避

け

た

。

し

か

し

、

儒

学

に

傾

倒

し

た

元

帝

は

、

古

礼

を

信

奉

し

て

理

想

に

奔

る

儒

者

を

積

極

的

に

受

け

入

れ

太

子

二

傅

に

就

け

た

。

彼

ら

は

太

子

ひ

い

て

は

皇

帝

に

古

礼

遵

守

を

説

き

、

漢

朝

の

伝

統

や

祭

祀

制

度

の

改

革

を

行

っ

た

。

結

果

、

皇

帝

権

威

の

失

墜

と

帝

室

の

弱

体

化

を

世

に

露

呈

し

た

。

儒

教

を

国

家

の

統

治

理

念

に

据

え

た

後

漢

に

入

る

と

、

二

傅

の

条

件

は

、

儒

者

で

あ

り

、

威

厳

を

備

え

政

治

を

よ

く

知

る

者

と

な

り

、

熟

年

の

儒

学

者

が

占

め

た

。
元

帝
・
成

帝

期

の

二

傅

の

よ

う

な

改

革

的

急

進

性

は

み

ら

れ

ず

、

彼

等

は

あ

く

ま

で

も

皇

帝

権

威

を

尊

び

、

太

子

を

礼

教

国

家

の

君

主

と

す

べ

く

儒

学

に

よ

る

政

治

を

説

い

た

。
両

漢

代

を

通

し

て

太

子

二

傅

の

役

割

推

移

を

観

る

と

、

武

帝

期

以

前

は

太

子

を

見

守

り

育

て

る

後

見

者

的
「

傅

」
で

あ

り

、
宣

帝

期

に

は

、

学

問

を

教

え

る

と

い

う

要

素

が

加

わ

る

こ

と

で

「

師

と

傅

」

に

な

り

、

元

帝

期

以

降

前

漢

末

は

、

古

礼

を

信

奉

し

て

太

子

を

導

く

「

唱

導

師

」

と

変

化

し

、

後

漢

前

期

で

は

、

儒

学

を

通

し

て

君

主

の

在

り

方

を

説

く

「

師

」

に

な

っ

た

と

言

え

る

。

太

子

二

傅

が

太

子

と

そ

の

即

位

後

の

施

政

に

大

き

な

影

響

を

与

え

た

こ

と

は

明

ら

か

で

あ

る

。

し

か

し

、

後

漢

後

半

は

、

廃

嫡

や

幼

帝

擁

立

が

続

き

太

子

教

育

は

充

分

に

機

能

し

て

い

な

い

。 

太

子

二

傅

の

他

に

は

、

太

子

を

警

護

し

、

そ

の

任

務

遂

行

を

輔

佐

す

る

為

に

、

大

勢

の

官

属

が

置

か

れ

た

。

第

五

章

で

は

、

太

子

官

属

就

任

者

を

検

討

し

た

。

留

意

す

べ

き

は

、

宣

帝

期

に

近

侍

の

官

が

新

設

さ

れ

、

外

戚

や

高

官

子

弟

が

若

年

で

登

用

さ

れ

太

子

の

ブ

レ

ー

ン

及

び

手

足

の

役

割

を

担

っ

た

こ

と

で

あ

り

、

彼

等

は

長

年

近

侍

し

て

太

子

と

の

信

頼

関

係

を

築

き

、

即

位

後

に

重

職

に

就

い

て

新

帝

を
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輔

佐

し

た

。

こ

れ

は

、

父

帝

に

よ

る

長

期

的

視

野

か

ら

の

後

継

者

対

策

で

あ

る

。

後

漢

の

太

子

家

官

制

も

ほ

ぼ

同

様

で

あ

る

が

、

後

半

は

太

子

不

在

位

に

も

拘

わ

ら

ず

、

太

子

家

の

官

職

が

学

生

の

就

職

難

緩

和

策

と

し

て

利

用

さ

れ

、

後

漢

末

期

で

は

売

官

の

対

象

と

な

り

皇

帝

の

蓄

財

の

道

具

と

化

し

た

。 

な

お

、

漢

代

で

は

、

諸

侯

王

国

に

も

中

央

派

遣

の

傅

が

置

か

れ

て

お

り

、

太

子

二

傅

と

は

異

な

る

側

面

が

あ

る

の

で

、

そ

れ

を

附

論

に

て

述

べ

た

。 

 


